
主要建設資材の需給動向
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【全 国】

○全国的に、主要建設資材に不足傾向は見られない
○被災３県においては、骨材（砂、砕石、再生砕石）を中心に需給がややひっ迫傾向
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※数字は、モニターから得た回答「緩和」「やや緩和」「均衡」「ややひっ迫」「ひっ迫」を１～５点とし、全モニターの回答を平均したもの

出典：主要建設資材需給・価格動向調査（国土交通省）
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復旧事業円滑化のための工夫 官民の協力・連携

復興加速化会議
＜関係省庁＞ 国土交通省（国土交通大臣） 宮城復興局 東北経済産業局 東北農政局

＜全国＞＜東北＞

第1回 H25.3.3（仙台市）
第2回 H25.10.7（仙台市）

事務局：東北地方整備局

＜関係省庁＞ 国土交通省（国土交通大臣） 宮城復興局 東北経済産業局 東北農政局
＜地方公共団体＞ 岩手県 宮城県 福島県 仙台市
＜関係業界団体＞ 東北建設業協会連合会 日本建設業連合会 全国生コンクリート工工業組合

セメント協会 全国コンクリート製品協会 宮城県地域型復興住宅促進協議会 都市再生機構

国東

建設資材対策東北地方連絡会

目的：建設資材の需要・需給の見通しを情報共有

事務局 ： 東北地方整備局
構成機関 国 都道府県 政令市 独立行政法人 建設業団体 資材団体等

復旧・復興の施工確保に関する連絡協議会

目的：現状を情報交換し、復旧・復興事業の円滑な実施を図る
＜関係省庁＞ ＜地方公共団体＞＜関係業界団体＞ ＜開催状況＞

国土交通省 岩手県 (社)日建連 H23.12.27設立
構成機関 ： 国、都道府県・政令市、独立行政法人、建設業団体、資材団体等

・H23年度 （第1回）H23.7.29 （第2回）H24.1.30 （第3回）H24.3.16
・H24年度 （第1回）H24.4.20 （第2回）H24.7.23 （第3回）H24.10.1
・H25年度 （第1回）H25.4.24 （第2回）H25.8.6 （第3回）H25.12.25

総務省 宮城県 (一社)全建 【H23 第1-2回】
厚生労働省 福島県 (社)建専連等 【H24 第3-5回】
農林水産省 仙台市 H25（第6回）H25.5.22
環境省／復興庁 (第7回）H25.9.12 
都市再生機構 （第8回）H26.1.22

＜東北＞ 地区別（分会） ※ひっ迫する地区別、資材別で開催

岩手県 ※各地区復旧・復興工事施工確保対策情報連絡会
○久慈地区【H24 1回】 （H25 第1～4回）4.24 6.14 9.13 10.1
○宮古地区【H24 2回】 （H25 第1～3回）4.18 6.7 10.7
○釜石地区 【H24 2回】 （H25 第1 2回）4 19 10 28

資材別（分会）
※ひっ迫する資材毎に機動的に開催

○鋼矢板（仮設）資材対策関係者打合せ ○釜石地区 【H24 2回】 （H25 第1～2回）4.19 10.28 
○大船渡地区 【H24 2回】 （H25 第1～6回）4.26 5.8 6.10 7.11 8.20 9.10 （作業部会含む）

宮城県 ○宮城県分会（生コン・砕石）【H23 1回】 ○生コン（仙台、石巻地区）関係者打合せ 【H23 1回】
○宮城県分会 【H24 4回】（第1回）H25.5.17 （第2回）H25.9.2
○石巻地区復旧・復興工事情報連絡会 【H24 1回】

○鋼矢板（仮設）資材対策関係者打合せ
・【H23 1回開催】 ・【H24 1回開催】

【H25 1回開催 H25.12.9】
○宮城県生コンクリートJIS工場協議会

・【H24 5回開催】 （第1回）H25.6.14
（第2回）H25 12 5

○東部地区建設資材及び盛土材連絡調整会議 （第1回）H25.7.17 （第2回）H25.12.19

福島県 ○相馬市（生コン）関係情報連絡会【H23 1回開催】

○福島県建設工事復旧・復興相双地方連絡協議会 【H24 4回開催】 （第1回）H25.8.1

＜東北＞

（第2回）H25.12.5

○災害公営住宅専門部会
・（第1回）H25.9.6

＜東北＞ 東北地方発注者協議会 H25.10.23 （幹事会）H25.5.10
目的：①入札・契約等公共工事の品質確保の促進に関する施策の情報共有

②復興加速化と東北全体の円滑な事業推進のため情報共有と
的確な情報発信の場として活用（発注見通しの統合等）

＜関係省庁＞
東北地方整備局(事務局）

東北農政局
東北地方環境事務所

等11省庁の出先機関

＜地方公共団体＞
東北６県、仙台市
青森市、盛岡市、
盛岡市、秋田市、
山形市、福島市

＜関係発注機関＞
NEXCO東日本㈱東北支社

(独)JRTT青森新幹線建設局

(独)JAEA青森研究開発ｾﾝﾀｰ
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沿岸９地区 生コン対策状況

・生コンクリートについては､遠隔地へ運べない性質の素材のため､沿岸部を９地区に分けて分析し、きめ細やかな対応をしている。､ 性質 素材 ､沿岸部を 分 分析 、 細 を 。

・東北地方整備局や宮城県では､直轄工事や協定等により逼迫が想定される地区においては､仮設プラントを設置することにより一
時的な逼迫を緩和するよう調整しているところ｡（東北地方整備局では、岩手県内２地区（宮古、釜石）にてH26.9月から稼働予定）

地区名 現状と今後の見通し
復興加速化会議（H25.3.3）

現在の対応状況地区名 現状と今後の見通し
時点の対応方針

現在の対応状況

久慈
生コンプラントの生産体制強化やミキサー船
の導入等により、現状及び今後も安定の見
通し。

官民協力で需給バランスを安定維持。 官民協力で需給バランスを安定維持。

骨材の広域調達や生コンプラントの体制強 国が公共プラント（１基）新設の手続きを開
久慈

宮古

釜石

宮古 化等により現状は安定。今後は三陸沿岸道
路工事により需要が急増。

公共プラント新設（大臣指示）。 始（１０月）。H26.9月稼働予定。官民協力
で需給バランスを安定維持。

釜石
骨材の広域調達や生コンプラントの生産体
制強化等により現状は安定。今後は三陸沿
岸道路工事により需要が急増。

公共プラント新設（大臣指示）。
国が公共プラント（１基）新設の手続きを開
始（１０月）。H26.9月稼働予定。官民協力
で需給バランスを安定維持。

岩手県

大船渡

気仙沼

石巻

大船渡
骨材の広域調達や民間プラントの稼働等に
より現状は安定。今後は県漁港海岸工事に
より需要が上廻る見通し。

今後の工事動向を見極めながら、官民が協
力して機動的に対応。

今後の工事動向を見極めながら、官民が協
力して機動的に対応。
（民間プラント１基検討中）

気仙沼
骨材の広域調達や民間プラントの稼働等に
より現状は安定。今後は県海岸工事により

今後の工事動向を見極めながら、官民が協
力して機動的に対応

県が公共プラント（２基）新設の協定を締結
（１１月）。H26.4月稼働予定。今後の工事
動向を見極めながら 官民が協力して機動

仙台

相双

気 沼 り現 安定。今後 県海岸 事 り
需要が急増。

力して機動的に対応。 動向を見極めながら、官民が協力して機動
的に対応。

石巻
骨材の広域調達や生コンプラントの体制強
化等により現状は安定。今後は県海岸工事
により需要が急増。

砂の広域調達の拡充など現在の対策を強
化する対応方針に沿って供給確保。

県が公共プラント（２基）新設の協定を締結
（１１月）。H26.4月稼働予定。今後の工事
動向を見極めながら、官民が協力して機動
的に対応

宮城県

需給バランスの安定を維持する地区

いわき

的に対応。

仙台

骨材の広域調達やコンクリート製品への転
換等により供給力は向上。今後も新設民間
プラントの稼働状況や民間需要の動向に注
視必要。

更なるストックヤードの確保、砂の広域調達
の拡充などの対策を強化する対応方針に
沿って供給確保。

民間プラント（２基）が稼働準備中。引き
続き砂の広域調達の拡充や川砂の活用と
合わせ、対応方針に沿って供給確保。

骨材の広域調達や生コンプラントの生産体
今後の 事動向を見極めながら 官民が協

民間プラント（１基）が９月に稼働。今後の

出所 ： H25第3回建設資材対策東北地方連絡会

対応方針により供給を確保する地区

工事動向の見極めが必要な地区

相双
骨材の広域調達や生コンプラントの生産体
制強化等により現状は安定。
今後も概ね安定傾向。

今後の工事動向を見極めながら、官民が協
力して機動的に対応。

民間プラント（１基）が９月に稼働。今後の
工事動向を見極めながら、官民が協力して
機動的に対応。

いわき
生コンプラントの生産体制強化やミキサー船
の導入等により現状及び今後も概ね安定の
見通し。

官民協力で需給バランスを安定維持。
民間プラント（１基）が１１月に稼働。今後
の工事動向を見極めながら、官民が協力し
て機動的に対応。

福島県
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